
Dr.ドロえもんプロジェクト２年⽬の挑戦

東京⼤学農学部
横川華枝 国際情報農学研究室４年



Drドロえもんプロジェクトとは？Dr.ドロえもんプロジェクトとは？
 ⼩学校と連携した総合の授業
 バケツ稲でSRI法と慣⾏法の⽐較実験
 ＋ICTアプリ＋出前授業

 対象：新宿区⽴江⼾川⼩学校５・６年⽣。 対象：新宿区⽴江⼾川⼩学校５ ６年⽣。
 ⽬的：SRIバケツ稲を成功させる

⼟について学ぶ⼟について学ぶ



２０１１年これまで２０１１年これまで
 ５⽉９⽇ 講義「⼟の不思議」
 ６⽉16⽇ ⽥植え
 ７⽉28⽇ フィールドルータ設置
 写真 http://x‐ability.jp/FieldRouter/vbox0042/



フィールドルータからの写真(2011 7 28)フィ ルドル タからの写真(2011.7.28)



２０１１年これまで２０１１年これまで
 SRIを含む４種類の⽔やり法で栽培実験
 ①慣⾏法
 ②SRI植⽊鉢法
 ③SRI⼆重底法
 ④SRI従来法

 センサーによる測定
 ⽔分センサー(慣⾏法１か所、⼆重底法中⼼から ⽔分センサ (慣⾏法１か所、⼆重底法中⼼から

⽔平⽅向３か所)
 温度センサー(慣⾏法・⼆重底法で深さ2,8,30cm) 温度センサ (慣⾏法 ⼆重底法で深さ2,8,30cm)
 気温、⾬量、⽇照量



法慣⾏法 SRI法

江⼾川⼩学校屋上
（7⽉28⽇)（7⽉28⽇)



①慣⾏法①慣⾏法

通常のバケツ稲の育て⽅



②SRI植⽊鉢法②SRI植⽊鉢法

⽔抜き⽳が
あいているあいている



③SRI⼆重底法③SRI⼆重底法

下から⽔を
与える⽅法与える⽅法



④SRI従来法④SRI従来法

⽳なし⽳なし。
⼀週間ごとに
⽔を⼊れる 抜く⽔を⼊れる、抜く
を繰り返す。



成⻑(草丈)成⻑(草丈)

慣⾏法の伸びが⼀番良い。
最も期待された⼆重底法
は伸びが悪かった。は伸びが悪かった。



⼟壌⽔分量⼟壌⽔分量
0.600

SRI法
１週間に0.5から0.4まで
なだらかに下がる。
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⽔が蒸発して表⾯が乾く
と体積含⽔率が下がる
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⼟壌温度
表⾯付近とバケツの底は温度
変動が⼤きい。表⾯と底から⼟壌温度

SRI法

変動が⼤きい。表⾯と底から
⽔が乾いていく？
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慣⾏法
慣⾏法の⽅が最⾼温度
が⾼くなる。底の温度
変動が⼩さい。
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これからこれから
 ８⽉ 2011年度版ホームページ公開
 ９⽉ ⼟の授業２回⽬

 アイデア
 教授によるコメント機能付加
 センサーデータを使って観察カードの疑問に答える授業
 SRIの⽔管理法を研究しているインドネシア⼈留学⽣によ
る授業



ホームページにアップした観察カードへの
コメント機能付加コメント機能付加

溝⼝溝⼝

よく気が きましたねよく気がつきましたね。
⼟がひび割れているとき、⽔がどんな
ふうに⼊っていくか観察してみよう。



現在の問題点現在の問題点
 ここ2週間で慣⾏法の葉⾊が薄くなった。
 担任のモチベーションが低いかもしれない。
 ⼦どもとのやりとりが少ない。
 ⼦どもたちが⽥植え実習をした⻑野県伊那市の
フィールドルータのデータをどう使うか。

 ⼤学の社会貢献活動、⼟の教育、SRI、ICTと教育、な
どキーワードが多すぎて卒論研究としては処理にどキ ワ ドが多すぎて卒論研究としては処理に
困っている状態。



Drドロえもんプロジェクトポスター発表Dr.ドロえもんプロジェクトポスタ 発表

 2011年8⽉6－8⽇開催
 PCカンファレンス2011＠熊本⼤学
 光陽メディア⼩倉さん



 以上です。
 ご清聴ありがとうございました。


